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事 業 実 績

優占種刈払い作業及び外来種駆除作業は地権者
や一般ボランティアなど、延べ429人により、優占
種３㏊の刈払い、外来種3,500㎏の駆除を実施し
た。
植生保護作業は、３月に延長約200mの電気柵を
設置した。
調査員及び調査補助員によるモニタリング調査
を、それぞれ95時間、18.5日実施した。

優占種刈払い作業及び外来種駆除作
業とそのモニタリング調査により、多様
な植生状況が徐々に回復していること
が確認できた。
植生保護作業により、ニホンジカの踏み
荒らし等を防止することができた。

提 出 区 分
課題区分

事 業 名 霧ヶ峰自然保全再生事業

734,725

事

業

の

概

要

等
事業期間

目 的
（目指す姿）

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

関係団体等と協力・協働して行う保全再生活動により、諏訪地域の誇るべき自然・文化遺産であ
る霧ヶ峰の多様な自然、美しい景観を守り再生する。

霧ヶ峰の草原景観の維持・再生に向けたススキ、ササなどの優占種刈払い作業、オオハンゴンソ
ウなどの外来植物駆除作業及びそれら作業の効果検証のためのモニタリング調査並びにシカに
よる食害対策等のための電気柵、鋼鉄柵の設置、維持管理などの植生保護作業。
シカの食害、踏み荒らし等を防ぐことで、優占種刈払い作業の効果をより高めるために、雪解け直
後に試験的に電気柵を設置する。

成果目標

1377034

モニタリング調査員謝金 818,450

26,250

優占種刈払い作業、外来植物駆除作業、植生保護作業の反復継続実施により、霧ケ峰の草原景
観の維持再生を図り、また、モニタリング調査により、前２つの作業をより効果的効率的に行える
手法を見出し霧ヶ峰全体の草原景観の維持再生に資する。

100,260 130,876

0

モニタリング調査員旅費

備考

モニタリング調査傷害保険代

差引

ｂ ｃ ｂ－ｃ

今後、モニタリング調査の結果を踏まえて、優占種刈払い作業、外来種駆除作業及び植生保護作
業をより効果的、効率的に実施する。

計

当初計画額
変更（最終）
計画額

実績額

評 価事 業 の 成 果

今後の方向性

26,250

130,876
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当
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諏訪地域振興局環境課
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suwachi-kankyo@pref.nagano.lg.jp

諏訪地域振興局環境課

ａ

1,260,930 1,377,072 1,377,034 38

0

734,725

0

0

ゴム手袋、刈払い機替刃 38

26,250 0

0

485,183

整 理 番 号

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

現 状 と
課 題

目的達成のための保全再生活動やその効果検証のためのモニタリング調査は継続的に実施す
る必要があるため、多くの労働力や経費が継続的に必要となり、その確保が今後の課題である。

平成29年４月中旬 平成30年３月中旬

財務オンライン76,380円
内部事務54,496円

節区分 主な内容

実 施 機 関

事 業 費

平成30年3月30日

事

業

費

等

315,970 485,221

 期待以上 

 期待どおり 

 やや下回る 

 期待以下 
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